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　　　　荘子注釈書体例考《其の6》
　　　　　　　　承　前
　　　　　　　　　　　　平木真快
　《其の6》は，《其の5》で検証した資料11件の一覧表を付録した後に，
⑳：1742年，荘子存校，正愚拡から，⑳：1796年，標註補義荘子因，秦鼎ま
でを収録する。
　　　　　　　体例一覧表
　　　　　　　　⑲一⑲　　　凡例o：有る　　　　　　　　　　　　　　　　5：魏
No書　　名著　　者 成書依拠 自序 他叙 目次雑説 原文 音注小注 改行 句点 読点 符号 篇旨 特異
一字
下 践
59荘子解傅　　山 1684清初 × × × × × × × × × × × ×
??? × ×
60荘子釈意高一秋月 1689清初 × O ○ × ○ ○ ○ × ○ × OO × O ×
61荘子詰銭澄之 1693清初 O ○ ○ × O × ○ × × × × ○ × ○ ×
62裡諺紗毛利瑚珀 1703清初 × ○ ○ × O × × × × ○ × O × ○ ×
63荘子解呉世尚 1713清初 ○ ○ ○ ○ O ○ ○ × × × × ○ × ○ ○
64南華経解宣　　頴 1721清初 ○ ○ ○ × O ○ ○ × × × × ○ × ○ ○
65荘子弁正胡　　方 1722清初 × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × O ??? × ×
66郭注荘子服部元喬 1739清中 ○ ○ ○ × O × ○ × × ○ × ○ × × ×
67荘子音義服部元喬 1741清中 × × × × ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × ×
68南華簡紗徐廷椀 1741清中 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × O ○ ○ × × ○ ×
69荘子紗浦起龍 1741清中 × × ○ × ○ ○ O × ○ × ○ ○
???
○ ×
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※1：僅か4頁現存するのみ。
※2：篇旨及び小注の内容は，簡明にして独創的，他書は引用しない。
※3：目次に，各篇の紗録分量を記す。例如：「迫遙遊，内篇，分録五節」。
　　　　　　⑳1742年一⑳1796年
70：1742年，荘子存校，王慾拡，拠清同治11年（1872）福建撫署刊本影印。
厳霊峰はいう：
　「販書偶記」著録。考訂荘子文字，在「読書記疑」第十一巻内，又名
　「白田草堂続集」。清同治十一年福建撫署刊本。　（見荘子知見書目・中
　編161頁）
　札記自迫遙遊至刻意止，考校文字意義並弁正錯簡，頗有創獲。
馬森はいう：
　見葉国慶荘子研究。　（見荘子書録）
本書は，自序・他叙・目次・雑説・原文・改行・句点・読点・符号・篇旨
・一字下・践を欠く。
厳氏所説の如く，本書は諸篇を札記し，「文字の意義を考校し，かつ錯簡
を弁正した」のみという不完全本ではあるが，筆者は，これを注釈書と認定
する。
本書は，全篇文字の音注・小注（小文字2行）より成る。厳氏は遣遙遊か
ら刻意まで札記したと述べているが，実際は繕性までを含む。計23頁の小著。
収録篇は計16篇，その内訳は：
　迫遙遊・斉物論・養生主・人問世・徳充符・大宗師・応帝王（以上内篇）。
　腓栂・馬蹄・舷筐・在宥・天地・天道・天運・刻意・繕性（以上外篇）。
である。
　崔譲・李願・司馬彪・溢尼・郭象・徐逡・梁簡文帝・陸徳明。
等，主に唐以前の諸説を多く引く。蹟なし。
71：1751年，荘子独見，胡文英，拠清乾隆16年（1751年）三多斎刊本影印。
厳霊峰はいう：
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　　「史稿志」著録。全書簡注，男有眉評・傍注，並加圏点。文理並重。首
　題：「晋陵胡文英縄崖評釈，雲中武啓図義民同訂」。有乾隆辛未秒秋武
　啓図序，壬甲胡文英自叙並附「荘子略論」（※正しくは，荘子論略）十
　　条及「読荘針度」。題：「荘子独見箋註」，按：嘉慶九年聚文堂刊本箋、
　題：《荘子評註》。　（見荘子知見書目・中編161－162頁）
　馬森はいう：
　清史稿芸文志，清朝読文献通考並著録。又見八千巻楼書目。……呉康老
　荘哲学附録日：「此書難日評釈（書首題：晋陵胡文英縄崖評釈），実以
　論文為主」。　（見荘子書録）
本書は：
　　　1：序
　　　2：目次
　　　3：本文
　　　4：付録
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は，2篇ある。
　　　①序（武啓図撰，1751年）
　　　②荘子独見自叙（胡文英撰，1752年）
　※2：〔目次〕，ここでは篇目という。例如「迫遙遊」，以下同例。篇目
　　　　の下に：
　　　　　荘子論略共十条
　　　　　読荘針度凡八則
　　　　と記す。
　※3：〔本文〕は：
　　　　①：篇名
　　　　②：原文（小注・音注・傍注・頭注・圏点を含む）
　　　　③：評釈
　　　　より成る。
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①《篇名》は，例如「内篇迫遙遊第一」，以下同例。文字は原文と
　同じ大きさ，高さも原文冒頭と同位置。篇旨はない。
②《原文》は，5つの部分から成る。
????【」大段落（原文〉
小注
傍注
頭注
圏点
　各篇は大段落毎に区切る。文頭は改行しない。一つの大段落が
　終了すると，空白を設ける。この空白があることによって，次の
　大段落と明瞭に区切られるのである。
　原文下部に，小文字2行の小注を挟む。小注は語釈のみ，音釈
　はしない。
　必要に応じて，原文右横に傍注を付す。頭注は，小文字5段。
　原文・小注・頭注ともに句点あり。但し，原文については，文
　字の真横右に「○」が無造作に打ってあるだけなので，時には圏
　点と混同することがあって，旬点の用を十分に果たしているとは
　いい難い。小注については，正しく打たれている。頭注について
　は，・原文とほぼ同じだが，圏点がないので句点の用は果たしてい
　るといえる。なお，本書の句点は，読点を兼ねている。譲王第二
　十八・盗距第二十九・説剣第三十・漁父第三十一の4篇だけは，
　句点「○」のかわりに「・」を打つ。
　　圏点は，2種ある。
　　のののの　　□□□□
　　め　ち　ち　め　　□□□［コ（極めて僅少）
③《評釈》は，内篇にのみあって，外・雑篇にはない。篇末に，原
　文より1字下げの位置に，原文と同じ大きさの文字で記す。
　内容は，呉康が老荘哲学附録で「此書難日評釈，実以論文為主」
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　　（見236頁）と述べたとおり，諸家の説は一切引用せず，胡氏独創
　　の見解だけを述べている。
※4〔付録〕は，2篇ある。
　　①荘子論略：計10条あり。胡文英撰。荘子の全体像に関する私見を
　　記す。
　　②読荘針度：計8条あり。胡文英撰。荘子書を読む時の心構えにつ
　　いて記す。例如：
　　　読荘子須笑談鼓舞以読之。今人読書只説苦心力学，殊不知眼前
　　之理纏要苦心求合，至古人之理明明擢在書上何用鐙在間壁去。若
　　苦心相伴者便與荘子相反。
　　　読荘子要浅者深之，深者浅之。只如極平淡語句中有無限含蓄，
　　極奇幻語句却是游戯神道，従此入去，迎刃可解。
本書は全体に改行なし。践なし。
72：1757年，南華真経影史，周撲辰，拠清道光27年（1847年）刊周孟侯先
生全書本影印。
厳霊峰はいう：
　「史稿史」著録。僅取内七篇，附秋水・至楽二篇，篇各一巻。以仏入荘。
　只有傍注・眉評。採言草元春及其子周来説。前有唐元弼序並丁丑孟秋周氏
　自序。又附「条例」及「総論」。按1「桐郷県志」作「荘子影史」。
　清乾隆二十二年（1757年）原刊本。清道光二十七年（1847年）刊「周孟
　侯先生全書」本。　（見荘子知見書目・中編163頁）
馬森はいう：
　清史稿芸文志著録。又見八千巻楼書目。是書僅取内篇文，附秋水・至楽
　二篇，一篇一巻，共九巻。其自序謂：
　夫古人之書，亦古人之影也。其人已滅臭，已失臭，而吾従有有無無斜
　陽淡月之下，追其所為神情魂醜，曝然欲笑者，而一以誠然之筆出之，
　使人賭之躍然趨抱，欣然而欲與語也，是真不欺其影者也，是真善詮影
　者也。　（※見11－12頁）
一143一
平木真快
是故名其書日「影史」。是書名為解荘，実乃以釈説荘者也，故其条例日
　　荘子談道，與竺西談摩詞般若針鋒相対。今細細案之：迫遙遊即円通大
　　自在也，斉物論即諸相非相也，養生主即不思善不思悪也，人間世即調
　　御丈夫也，徳充符即妙荘厳也，大宗師即首樗厳王也，応帝王即毘盧遮
　　那身摂化三千大千也。　（※見26頁）
　其経文傍及書眉，常引謹友夏（※謹元春の字）之言，上並有其子周来之
　眉批。　（見荘子書録）
本書は：
　1：序
　2：条例
　3：目次
　4：本文
より成る。以下，説明する。
※1：〔序〕は2篇ある。
　　①南華真経影史序（唐元弼撰）
　　②甫華真経影史自序（周洪辰撰，1757年）
※2：〔条例〕，正しくは「読南華内篇影史条例」という。計7条ある。
　　　第1条冒頭に：
　　　荘文有眼，須善読荘文者以慧眼対之。
　　とあるように，条例の各処で，荘子を読もうとする人人の為に，荘
　　子書のクセあるいは色あい等を教示しようとしている。
　　　本書の特色として，厳霊峰は「以仏入荘」といい，馬森は「以釈
　　説荘」と述べているが，本条例5は，周撲辰が仏教に深く傾斜して
　　いる様子を暗に示している。いわく：
　　　朱晦翁謂荘子近禅，庚桑楚則全是禅。謹友夏云竺教未入中国已
　　　先有此等聰明強力男子，眼食此道。懇仙大師亦目荘子為初禅。
※3：〔目次〕，ここでは目録という。例如「巻一遣遙遊」，以下同例。
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※4：〔本文〕は：
　　①：篇名
　　②：原文（傍注・頭注・圏点を含む）
　　③：評釈
　　より成る。
　　①《篇名》は1例如「迫遙遊」，以下同例。原文と同じ大きさの文
　　　字で，原文より2字下げ。
　　②《原文》は，5つの部分から成る。
?????『?大段落
大段落評釈
傍注
頭注
圏点
　原文は，大段落とその評釈が主軸。この2つに傍注・頭注・圏点
　を付して成る。原文大段落は語注・音注なし。大段落末尾に一括
　して評釈を付す（原文と同じ大きさの文字，原文より1字下げ。）。
　傍注は，原文・評釈両方に付す（小文字1行。謹元春の語を引用
　する時は「謹云」といい，謂周来の時は「周云」という。〉頭注
　は，小文字4段，謹元春・謹周実の説を多く引く。圏点は，2種
　ある。
　　　のののの　　□□□□
　　　や　め　め　め　　□□□□
　句点は読点を兼ねる。ある時は「・」を用い，ある時は「○」を
　用いる。その用い方は，前後一貰しない。また，句読点と圏点が
　同形であり，打つ場所も同じなので句読点と圏点の相違がはっき
　りしない。頭注は句読点なし。
③《評釈》，ここでは総論という。
　総論は，当該篇の総評に相当する。総論は，大段落評釈と同じ大
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　　　　　きさの文字で，位置も同一。
　本書は全体に改行なし。蹟なし。
????????????。? ???? ????? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
ヤ
????? ??????
?????
??、
、????
? ﹇?? ? ．??????????????????????? ?? ? ? ???????????????
???
??????????????
??? ゅ
り
? ? ????????? ?? ???? ??｝ 『
　73：1781年，荘子解，呉峻，拠清道光24年（1844年）世楷堂刊昭代叢書本
影印。
　厳霊峰はいう：
　　「史稿志」著録。以易解荘。僅解迫遙遊・斉物論二篇。題：「金匿呉峻
　　蒲仙著」。在「昭代叢書」壬集内。有辛丑冬日沈桝恵蹟。按：「史稿志」，
　　「峻」作「俊」。「国朝文涯」：「呉俊，呉県人，字突千，一字姦濤，
　　晩年自号曇繍居士，乾隆壬辰進士，官至山東布政使，有荘子解。」似是
　　一人。　（見荘子知見書目・中編164頁）
　馬森はいう：
　　清史稿芸文志著録，又見八千巻楼書目。　（見荘子書録）
　本書は，序・目次・雑説・音注・改行・句点・読点・符号等を欠く。本書
は：
　　1：本文
　　2：蹟
より成る。以下，説明する。
　※1：〔本文〕は：
一146一
　　　　　　　　　　　　荘子注釈書体例考《其の6》
①：篇名
②：篇旨
③：原文
より成る。
①《篇名》は，例如「迫遙遊解」，以下同例。原文より2字下げ。
②《篇旨》は，原文より3字下げ。
篇旨にいう：
　荘子斉小大，而篇中独貴大，以是知其釈易也。作易者……。
③《原文》は，2つの部分から成る。
　1大段落
　2大段落評釈
原文を大段落毎に区切る。原文は冒頭と最後部のみを載せる（つ
まり中抜き）。原文中聞部右横に，「至」という文字を挟む。
矧??????引
副題一
??　遣
遙
?????
???????，??????????????????????????????????????????????????????
???????? ?? ?? ????
…「???????? ｝??? ?????????者有憂患
??????????
??ーー?ー?ーー ，??ー?????? ???ー?? ．
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　　　　原文と同じ大きさの文字で，原文より1字下げの位置に大段落
　　　評釈を載せる。その内容は，「以易解荘」以外の何者でもない。
※2：〔蹟〕は，1781年，沈桝恵撰。
74：1788年，荘子集評，高塘，拠清乾隆53年（1788年）広郡永邑培元堂楊
氏刊本影印。
厳霊峰はいう：
　節録荘子書二十六篇中文字，加以評註・圏点・傍注・眉評。題作：「集
　評」，但倶未詳出処。在「帰余抄」内。乾隆五十二年十二月澆作序。清
　乾隆五十三年広郡永邑培元堂楊氏刊本。　（見荘子知見書目・中編165頁）
本書は：
　1：目次
　2：序
　3：本文
より成る。以下，説明する。
※1：〔目次〕，ここでは「帰余紗巻一目録」という。「周く朝＞」・
　　　「荘周」について略述した後，目次に入る。全文収録したものは篇
　　名のみを記し，節録したものは篇名下部に小文字で「節」あるいは
　　　「条」と記す。
※2：〔序〕「屈平」・「宋玉」を略述した後，序を載せる。この序には
　　撰者名と撰述年が略されているが，内容を検討した結果，筆者はこ
　　れを高塘の自序と推定する。
※3：〔本文〕は：
　　①：篇名
　　②：篇旨
　　③：原文（語注・音注・傍注・頭注・圏点・評釈を含む）
　　　より成る。
　　①《篇名》は，例如「迫遙遊」，以下同例。原文より2字下げ。
　　②《篇旨》は，篇名下部に小文字2行で略記する。内・外篇は篇旨
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　あり。雑篇は篇旨なし（但し，徐無鬼にはある）。
③《原文》は，7つの部分から成る。
????」????大段落
大段落評釈
語注
音注
傍注
頭注
圏点、
　　　　計26篇を収録する。各大段落未尾に評釈を付す。評釈は，原文と
　　　　同じ大きさの文字で，原文より1字下げ，内容は概ね簡略。原文
　　　　中，小文字2行の小注を挟む。語注が主，音注は少ない。傍注あ
　　　　り。頭注は，小文字6段。圏点は，2種あり。
　　　　　のぐ　のの　　　　　□□口E］
　　　　　ヤ　ヤ　や　ヤ　　　　　ロロロロ
　　　　　原文・評釈・頭注には，句点「○」あり。句点は，文字の右真
　　　　横に打つ。句点は，読点を兼ねる。
　　　　　小注には，読点「、」あり。読点は，文字の右下に打つ。読点
　　　　は句点を兼ねる。
　　　　　句点と圏点「○」が同形同位置である為に，両者が混同して不
　　　　明瞭になる時がある。そんな時は，圏点「○」の真下に読点「・」
　　　　を打つ。
　　　　　読点と圏点「・」が同形である為に，両者が混同して不明瞭に
　　　　なる時がある。そんな時は，当該文字の右真横に句点「○」を打
　　　　つo
　本書は，他叙・改行・蹟なし。書名は「荘子集評」であるが，集評してい
ない。仮に集評したとしても，按文との境が不明瞭。
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　　　　　　　　　　　　　　荘子注釈書体例考《其の6》
75：1788年，荘子述記，任兆麟，拠清乾隆五十三年（1788年）映雪草堂刊
本影印。
厳霊峰はいう：
　節録荘子迫遙遊・斉物論等十五篇文字，加以簡略注解並圏点。末附「逸
　篇」二条。無所発明。在「述記」（又名「三代両漢遺書」）内。清乾隆
　五十三年映雪草堂刊本。　（見荘子知見書目・中編165－166頁）
本書は：
　1：本文
　2：逸篇
より成る。以下説明する。
※1：〔本文〕は：
　　①：篇名
　　②二原文C語注を含む）
　　より成る。
　　①《篇名》は，例如「迫遙遊」，以下同例。原文と同じ大きさの文
　　　字で，原文より3字下げ。
　　②《原文》は，内篇を7篇く遣遙遊・斉物論・養生主・殉人問世・徳
　　　充符・大宗師・応帝王）・外篇を6篇（在宥・天地・天道・秋水
　　　・達生・田子方）・雑篇を3篇（則陽・譲王・天下），計16篇を
　　　節録する（厳氏いう所の15篇は誤りである）。
　　　改行なし。大段落毎に区分する。大段落が終了する毎に空白を
　　　設ける。小注（小文字2行）は少ない。語注を主として，音注は
　　　僅少。語注は，林西仲・簡文帝・郭象・郡子等を引く。
　　　句点あり。当該文字の右下に打つ。句点は読点を兼ねる。圏点
　　　なし。
※2：〔逸篇〕とは，荘子三十三篇以外の篇をいう。任氏按文にいう：
　　　按：漢志《荘子五十二篇》，今存者《三十三篇》。王伯厚紀聞
　　　《嘗採集数十条》，謂之逸篇。
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本書は，序・目次・改行・圏点・篇旨・一字下げ・蹟を欠く。全体に学術
上の価値はない。
最後に，清光緒10年（1884年〉屡玉湘閑雲精舎刊本（任兆麟，荘子述記）
について，一言する。
これは前掲書と内容は全く同一なのだが，体例が1ヶ所だけ改良されてい
る。すなわち《原文》を大段落に区切る時，文頭を1字上げにして，2行目
からは1行目より1字下げに統一したのである。たったこれだけの工夫によっ
て，全体の印象が大きく好転したことに気付かされる。体例を工夫する理由
の1つが「一目瞭然」であることが，一目瞭然とわかる一例といえよう。資
料①は乾隆53年の初版本，資料②は光緒10年の湘閑雲精舎本である。
資料①　　　　　　　　資料②????????? ，????????????????? ???? ， ．??? ?． ．署蜘膨
????，??，????
．????????? ? ? ーー? ? ?」?
?????．?膨堅置
???????????「蝿蟄司
?????
??????????? ? ??? ? ?? ???? ??? ? ? ?????ィ???????????????? 、興???????????? ?? ?』
???? ???????? ??????? ??? ? ? ??? ??? ． ．??? ???? ?????? ??
????????????????????
? ? ㌦、??????????????????? 、???????????????????????。???『?，???
????????? ??? ????? ? ?????? ?? ?????? ???? ????????
76：1791年，荘子音義考証，盧文招，拠清・乾隆56年（1791年）盧文招刊
抱経堂叢書本影印。
厳霊峰はいう：
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　拠陸徳明「経典釈文」中之「荘子音義」加以補正，在「経典釈文補編」
　内，乾隆五十六年作序。清・乾隆五十六年盧氏「抱経堂叢書」刊本。
　（見荘子知見書目・中編166頁〉
本書は，自序・他叙・目次・雑説・原文・改行・句点・読点・篇旨・一字
下げ・蹟等を欠く。本書は：
　1：篇名
　2：原文語句
　3：小注（語注・音注を含む〉
より成る。以下，説明する。
※1：〔篇名〕は，例如「迫遙遊」，以下同例。原文語句と同じ大きさの
　　文字で，高さも同一。内篇は「荘子音義上考証」に，外篇は「荘子
　　音義中考証」（繕性を欠く）に，雑篇は「荘子音義下考証」に収める。
※2：〔原文語句〕は，刊本で20頁，全体量は多くない。最も少ない篇
　　　（例如：刻意）で1件，最も多い篇（例如：遣遙遊）では29件，平
　　均すれば1篇あたり8件程度である。語句は，1～2字句が主流。
※3：〔小注〕：原文語句の下に，小注（小文字2行）を挟む。小注は2
　　つから成る。
　　　①：音注あるいは語注
　　　②：上記の補正・補記
　　①と②を区分する為に，両者の中間に符号「○」を挟む。②は：
　　　今案文義改正。
　　　今拠……正。
　　　今拠……補。
　　　今依……増。
　　　今従・…・・正。
　　　今依……従・…一。
　　　古従……改正。
　　　旧脱……字今補。
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　旧従……講今改正。
　旧作……講今改正。
　旧……講……今改正Q
　旧作……今拠……捌……字。
　今本作……。
　今書作・…・・。
等の表現で，補正・補記をする。
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7711795年，南華涯，馬魯，拠清・同治9年（1870年）刊本影印。
厳霊峰はいう：
　摘録荘子各篇重要文句，低一格作解。毎引史事為証。首有同治庚午馬先
　登重刊序。書首題：「南華渥」，傍書「摘葦」。扉葉則題：「南華渥摘
　葦」。在「馬氏叢書」内。清原刊本。清・同治九年敦倫堂重刊本（日本
　・京都人文科学研究所蔵）。　（見荘子知見書目・中編167－168頁）
本書は：
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　　1：序
　　2：本文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は，1篇あり。南華渥摘葦重刻序，同治庚午（1870年），馬
　　　　先登撰。
　※2：〔本文〕は：
　　　　①：篇名
　　　　②：原文（小注・大段落評釈を含む）
　　　　より成る。
　　　①《篇名》は：
　　　　　　内篇は「内篇迫遙遊」以下，内篇の2字を略して，例えば「斉
　　　　　物論」という。
　　　　　　外篇は「外篇騨栂」以下，内篇と同じ。
　　　　　　雑篇は「雑篇徐無鬼」以下，内篇と同じ。
　　　　　　原文と同じ大きさの文字で，原文より2字下げ。
　　　　②《原文》は，3つの部分から成る。
　　　　　　1　大段落
　　　　　　2　小注
　　　　　　3　大段落評釈
　　　　　　先ず，大段落毎に区切る。原文中に小注（小文字2行〉を挟む。
　　　　　その数量は極めて少ない。語注は僅少，音注が主流。大段落末尾
　　　　　に，評釈を載せる（文字は原文と同一，位置は原文より1字下げ。）。
　　　　　　本書は，計18篇を節録する。
　　　　　その内訳は：
　　　　　　内：迫遙遊・斉物論・養生主・大宗師・応帝王。
　　　　　　外：駿栂・馬蹄・天地・天道・秋水・至楽・達生・山木。
　　　　　　雑：徐無鬼・外物・譲王・説剣・列禦冠。
　　　　　である。
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　本書は，自序・目次・雑説・改行・句点・読点・篇旨・圏点・践を欠く。
　78：1796年，荘子雪，陸樹芝，拠清・嘉慶4年（1799年）刊本影印。
　厳霊峰はいう：
　　採荘子旧註及各家説，並附己見。謂：「荘子乃以異説掃異説，功在六経。」，
　　以儒解荘。前有嘉慶四年二月陳大文及引庭鐸序，並附嘉慶元年七月七日
　　自序。首附「史記荘子伝」・蘇戟「荘子祠堂記」及「読荘雑説」。
　　　清・嘉慶四年奥東儒雅堂刊本。
　　　清・嘉慶四年文選楼刊本（日本・京都大学文学部蔵〉。
　　　民国四年上海千頃堂書局石印本。
　　（見荘子知見書目・中編169頁〉
　馬森はいう：
　　葉国慶荘子研究日：「力言荘子乃維護孔門者。読荘雑説日：《荘生者，
　　方外之人也，而其学実無所不窺，既恐先聖之道寝以微滅，又重悲夫惑於
　　異説者之述而不知返也。於是乎抗懐高寄而作南華。南華者1以異説異，
　　而功在六経也。》」。
　　　嘉慶中広東刊本。
　　（見荘子書録）
　本書は：
　　1：序
　　2：雑説
　　3：目次
　　4：本文
より成る。以下，説明する。
　※1：〔序〕は，3篇ある。
　　　　①荘子雪序（陳大文撰，1799年）
　　　　②荘子雪序（ヂ廷鐸撰）
　　　　③序（陸樹芝，1796年）
　※2：〔雑説〕は，3篇ある。
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　　①史記荘子列伝
　　②蘇東披荘子祠堂記
　　③続荘子雑説（陸樹芝撰。篇名は「読荘子」という。篇名右下に小
　　　文字で「雑説」と付記する。署名は「三在斎随筆」，三在斎とは
　　　陸樹芝の別署。1795年）
※3：〔目次〕は，ここでは篇目という。「篇目」右下に小文字で：
　　　旧伝五十三篇，今存三十三篇，蓋郭象所訂。
　　という。例如「迫遙遊」，以下同例。
※4：〔本文〕は：
　　①：篇名
　　②1篇旨
　　③：原文（語注・音注・圏点を含む）
　　より成る。
　　①《篇名》は，2つある。
　　　　1　内外雑の篇名
　　　　2．三十三篇の篇名
　　　例如「南華経内篇」（原文と同じ大きさの文字で，原文より1字
　　　下げ），「遣遙遊第一」（原文と同じ大きさの文字で，原文より
　　　2字下げ）。以下同例。・
　　②《篇旨》の位置は，一定しない（小文字2行）。
　　　　内篇：原文より3字下げ。
　　　　外篇：原文より2字下げ。
　　　　雑篇：原文より7字下げ（庚桑楚・徐無鬼）。
　　　　　　　原文より6字下げ（則陽・外物・寓言・譲王・盗距・漁
　　　　　　　父）。
　　　　　　　原文より3字下げ（列禦冠・天下）。
　　　説剣は篇旨なし。「南華経内篇」の小注で，「南華」の由来を述
　　　べる：
一157一
平木　真快
　　　　　　「南」為離明之方．「華」為精英之発言。発揮道妙，光明英華
　　　　　　也。
　　　　③《原文》は，2つの部分から成る。
　　　　　　1　大段落
　　　　　　2　小注
　　　　　　先ず，大段落毎に区切る。その区切りは，大段落末尾に空白を
　　　　　設けることによって明示される。
　　　　　　原文中，小文字2行の小注を挟む。小注は，語注を主として音
　　　　　注は少ない。小注は，2つの部分から成る。
　　　　　　1　旧注及び各家の説
　　　　　　2　陸樹芝の説
　　　　　上記1と2の中間に符号「○」を挟む。旧注は冒頭に〔旧註〕と
　　　　　いう語句を冠してから引用する。但し，それが何の旧注であるか
　　　　　については触れない。各家の説として，呂吉甫・楮伯秀・羅勉道
　　　　　・陸長庚・焦並等を引く。陸樹芝の説は，符号「○」の後に「按」
　　　　　という文字を冠してから述べる。
　　　　　　圏点は，2種ある。
　　　　　　の　の　の　の　　　　　　□□□□
　　　　　　う　ヤ　ち　ヤ　　　　　　ロロ［コロ
　儒家に対する荘子側の基本的姿勢を反儒と親儒の2つに分けた場合，陸樹
芝は明らかに親儒の側に立つ。
　厳霊峰は「以儒解荘」といい，葉国慶は「荘子乃維護孔門者」と述べてい
るが，陸樹芝は：
　　六合之外，聖人存而不論，六合之内，聖人論而不議。春秋経世先王之志，
　　聖人議而不弁。　（斉物論〉
の’圧で：
　　荘子善読春秋，深得経意如此。可知其似誠孔子処皆非真誠孔子。
と明言している。また，陸氏の私見「読荘子雑説」でも，親儒の立場を繰り
　　　　　　　　　　　　　　　一158一
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返し強調している。
　本書は，句点あり（但し，陳大文とヂ廷鐸の序及び陸樹芝の自序には，句
点なし。〉。読点なし（句点が読点を兼ねている。）。改行なし。蹟なし。
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　79：1796年，補義荘子因，秦鼎，拠平木真快蔵寛政8年（1796年）刊本。
　本書は，本稿No54《其の4》145－152頁でとりあげな林雲銘著荘子因の和
刻本である。筆者は：
　1　寛政8年，大阪・積玉圃，柳原喜兵衛刊本。
　2　弘簡堂蔵板，皇都書林，須磨勘兵衛刊本
の2種を私蔵する。この2種は，本文に入る前の序・雑説部分に少少異同が
あるとはいえ，本文の内容は全く同一である。
　なお．この補義荘子因の増注本として，「標註補義荘子因」があるが，こ
れについては，次項No80で述べる。
　本書の依拠本と思われる所の清・乾隆間（1736－1795年）刊本の体例は：
　　1：序
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　　2：凡例
　　31目次
　　4：序論
　　5：本文
より成る。
前掲書①柳原喜兵衛刊本は：
　　1：序
　　2：凡例
　　3：目次
　　4：序論
　　5：雑説
　　6：本文（蹟を付す）
より成る。
前掲書②須磨勘兵衛刊本は：
　　1：序
　　2：序論
　　3：雑説
　　4：凡例
　　5：目次
　　6：本文（蹟を付す）
より成る。①と②を比較すると，①の方が乾隆問刊本により近いとわかる。
よって，以下①に拠って説明する。
　※1；〔序〕は3篇ある。
　　　①増註荘子因序（林雲銘撰，1688年）
　　　②補義荘子因序（秦鼎撰，1796年）
　　　③刻荘子因序（皆川懸撰，1797年）
　※2：〔凡例〕については，本稿《其の4》147頁参照。本書には，頭注
　　　　（小文字6段）がある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘子注釈書体例考《其の6》
〔目次〕については，本稿《其の4》148頁参照。乾隆本巻之六・
雑篇は，寓言・列禦冠・天下の3篇だけを載せて，譲王・盗顕・説
剣・漁父は省いている。しかるに，本書は全篇を掲載している。学
術の基本は，正確を旨とする。「補義」と題したからには，補義に
徹すべきではないのか。譲王以下4篇の注は何人の作なのであろう
か。
　　　　雀　　（左）
天寓之下吉六乾隆聞刊本
　　　　　雑
　　　　　溜
劉禦
冠
?????
??
????
????
??
??｝?
　　　（左）
沿　　寛政8年，柳原
灘…一　　　一認喜兵衛和刻本
　l
　I
〔序論〕は：
①荘子総論
②荘子雑説（計26則）
を載せる。詳細は，本稿《其の4》148－149頁参照。
〔雑説〕は，史記「荘子列伝」を載せる。
〔本文〕は：
①：篇名
②：原文（語注・音注・頭注・圏点・符号を含む）
③：評釈
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より成る。詳細は，本稿《其の4》149－152頁参照。
下図左Aは，乾隆間（1736－1795年）刊本を示す。下図左Bは，
寛政8年（1796年〉刊・柳原喜兵衛和刻本を示す。寛政刊本には，
秦鼎の頭注が付されている。これが「補義」に相当するのである。
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書名右下に「独見附標」と付記されている。「独見」とは，胡文
英の荘子独見（本稿No71《其の6》を参照，1751年）を指す。秦鼎
の頭注は，この「独見」を多く引用する。胡文英以外にも，王元沢
・沈一貫・李卓吾・焦拡・帰有光・劉須渓・楮伯秀・楊慎・林疑独
等の説を引く。
柳原刊本には，践が2篇載っている。
①荘子因蹟（伊藤誤撰，1796年）
②補義荘子因践（服部世猷撰，1796年）
須磨刊本にも，蹟が2篇載っている。
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荘子注釈書体例考《其の6》
　　　①補義荘子因蹟（服部世猷撰，1796年）
　　　②荘子因践（伊藤護撰，1796年）
本書は全体に句点あり（句点は読点を兼ねる）。圏点及び符号あり。改行
なし。
??????????????????????????? 、禰義????．
80：1796年，標註補義荘子因，秦鼎・東条保・拠明治23年（1890年）大阪
温古書屋・松村九兵衛等刊本影印（長沢規矩也編「和刻本諸子大成」第12輯
所収，汲古書院，1976年）。
長沢規矩也はいう：
　寛政九年（1797〉，秦鼎の補義を冠して，名古屋の風月孫助から刊行，
　明治初年まで度々重印されたが，それに，東条淡斎（筆者注：保）が，
　祖父一堂（弘）ならびに諸家の説を輯めてこの本を成した。　（見前掲
　　「和刻本諸子大成」第12輯・解題）
厳霊峰はいう：
　漢文著述。拠林雲銘「荘子因」本加「標註」「補義」，用中日文標点。
　眉欄上格為「東条保標註」・引各家雑説，下格秦鼎「補義」引胡文英「独
　見」及各家注解。首有寛政八年丙辰三月・秦鼎「補義荘子因序」，末附
　寛政八年二月・伊藤護蹟並同年服部世猷践。明治二十三年刊本。明治乙
　酉（※明治18年，1885年）仲秋省軒亀谷行撰「標注補義荘子因序」，丙
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　　戌（※明治19年，1886年）歳晩三島毅「標注荘子因序」。按：
　　　当係秦鼎「補義荘子因」与東条保「評注荘子因」二書合刊而成。
　　寛政八年大阪積玉圃柳原喜兵衛刊本。
　　明治二十三年（※1890年）浪花温古書屋松村九兵衛刊本。　（見荘∈
刊本
温古書屋松村九兵衛刊本。　（見荘子知見
　　　書目・中編257－258頁）
　　　　本書本文頭注の上欄は，東条保
　　　（淡斎）の「評註」・下欄は，秦
　　　鼎（槍浪）の「補義」である。
　　本書は：
　　　　1：序
　　　　2：序論
　　　　3：凡例
　　　　4：雑説
　　　　5：目次
　　　　6：本文
　より成る。以下，説明する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘子注釈書体例考《其の6》
※1：〔序〕は4篇ある。
　　　①標注補義荘子序（省軒・亀谷行撰，1885年。正しくは，標註補義
　　　　荘子因序であろう。）
　　　②標注荘子因序（三島毅撰，1886年）
　　　③補義荘子因序（秦鼎撰，1796年〉
　　　④増註荘子因序（林雲銘撰，1688年）
※2：〔序論〕は2篇ある。
　　　①荘子雑説（計26則）
　　　②荘子総論
　　　　詳細は，本稿《其の4》148－149頁参照。
※3：〔凡例〕については，本稿《其の4》147頁参照。
※4：〔雑説〕は，史記「荘子列伝」を載せる。
※5：〔目次〕については，本稿《其の4》148頁参照。
※6：〔本文〕は：
　　　①：篇名
　　　②：原文（語注・音注・頭注・圏点・符号を含む）
　　　③：評釈
　　　より成る。詳細は，本稿《其の4》149－152頁参照。頭注は2つあ
　　　る（いずれも小文字6段〉。
　　　　1　上欄は東条保の標註。
　　　　2　下欄は秦鼎の補義。
本書は，全体に圏点及び符号あり。改行なし。践なし。頭注は読点あり
（読点は句点を兼ねる）。頭注以外は句点あり（句点は読点を兼ねる）。
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圃拙著・「荘子注釈書体例考《其の4》」の誤謬を，以下の如く訂正
する。
（頁一行）　　（誤）
　136－02　　　括尽全南
140－06
140－06
140－08
142－22
149－19
154－11
155－06
155－11
155－26
華。
人々
我々
乃至は
拘る
「， 」で
はなくて
敢て
成書年次
成書年次
年次
（正）
→　括尽全南華。
→　人人
→　我我
→　乃至
→　拘わる
てくなはで」???、?????????????「↓↓↓↓↓
圃拙著・「荘子注釈書体例考《其の5》」の誤謬を，以下の如く訂正
　　　する。
　　　　（頁一行）　　（誤）　　　　　　（正）
　　　　　99－04　　刊行年次　　　→　刊行年
　　　　108－17　　　呉坤修半畝園　→　呉坤修半畝園
　　　　114－12　　拘らず　　　→拘わらず
1994－09－08，《其の6》浄書，待続。
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